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 絶対的存在価値(使徒26:29)
皆さんがよくご存知のサウルとダビデのお話があります。ダビデがゴリアテを打ち倒して勝利を治めました。そのときイスラエルの人々が喜びのあまり、素直に「ダビデは万を打ち、サウルは千を打った」と叫んでいました。ダビデとサウロが比べられて比較される場面です。それを聞いていたサウルが、ダビデにないのは王座しかないと脅威を感じ、また、ライバル意識を超えてものすごい嫉妬心に燃えるようになります。その結果、聖書にあるように悪霊にとりつかれるようになり、生涯、ダビデを殺そうということに費やすことになりました。世の中のほとんどの人々は、このように比べること、比べられること、人と人とを比較することなどに捕らわれて自由になりません。結果的に、このように悲しいことになってしまうのにもかかわらず、分かっていながらも比べること、比べられること、比較することなどから中々自由にならないのが現実ではないでしょうか。残念ながら、信者でさえそれは例外ではないのではと思います。比較に捕らわれると競争心に走るようになります。そこからねたみ、嫉妬などが芽生えて、結局、精神的にもおかしくなり、人生を狂わすことになってしまうということは世の中でもよく言われていることです。でも、なかなかそこから出られないので歌をもって止めましょうともしています。世界に一つだけの花などと言いながら、互いに比べたり比べられたりということを止めましょうと訴えているわけです。それほどこれは世の中に当たり前に蔓延しているものではないかと思います。信者の場合は、この比較、比べることに捕らわれてしまうと、信者としての祝福を逃してしまいます。だから、信者なのに信者らしくない残念な人生を送るしかありません。分かっていながらもなぜこの比較すること、比べ比べられることなどから自由になれないのでしょうか。
それは、実はこの世の中は相対的な価値を基準にして、それに捕らわれているからです。相対的な価値というのはどういうものなのでしょうか。ある女学生が、他人が見ても自分が鏡を見てもあまりかわいくないと思い、ひどい場合は見苦しいと自分で思うほどの外見だったようです。周りからそのように言われることはないけれども、目線で大体気づくのではないでしょうか。そして、なにが基準なのか分かりませんが、かわいいかかわいくないかの境目がなにか分かりませんが、彼女自身が鏡を見たときでも見たくない、鏡を見ようとしないくらいだったのです。でも、それを我慢してこらえていました。ある日、銭湯に行ったときに、大人の方々に「おまえ、体がとてもスリムですごいね。きれいだね」と言われました。体がきれいだということは悪いことではありませんが、いままで抑圧されたなにかがあったので、それを聞いた瞬間、裸のまま外に出てしまったのです。それからはずっと裸のまま外を歩くようなことになってしまいました。悪霊にとりつかれるようになったわけです。そのかわいいかかわいくないか外見によって比べられたり比べたりすることによって自己評価をそのようにしてしまった結果なのです。極端な例かもしれませんが比較、比べ比べられることなどは、結局、人の評価、自己評価につながるものなので、そこからその人の人生すべてが組み立てられるようになるものではないでしょうか。でも、その比べる基準が何かというと、相対的な価値なのです。かわいいかかわいくないか、ハンサムなのかブスなのか、あるいは才能があるのかないのか。学生の場合は、頭が切れているのか悪いのか成績優秀なのか低いのかなどによって比べられるものなのです。財産の程度や社会的な地位があるないなどによって比較されるしかないし、自分でもそのように比べることによって自己評価に走るようになるしかありません。ときには、その人の人柄などによって比べられたりするときもあるでしょう。あるいはなにかのことで業績をどれほど積み上げたのかなど、別にそれはどうでもいいという話ではありませんが、でも、それは相対的な価値なのです。この世の中ではそれが基準になって、それを材料にして比較したりするものなのです。そうしている限りは、そこから生まれるねたみ、嫉妬、競争意識などから自由になることはできないわけです。
前にもお話ししたと思いますが、3人兄弟の中で一番上の子は、ものすごく優秀な人で皆に認められていました。一番下の子は、生涯を抱えているので、また皆にかまってもらうような状況でした。それで真ん中の子は、そんなに特別ななにかがなかったので、周りからそうするわけでもないのに自分で勝手に比べることによって、私に存在感などはない。だから、自分が存在感を持つためにはもっと頑張らないといけない。もっとまじめにやらないといけないという意識が芽生えて、そのように頑張って優秀な学生さんになり良い旦那さんに出会い結婚までして子どもを産むようになりました。子どもも良いお母さんになってしっかり育てなければという思いで、周りから見るとものすごくまじめで良いお母さんなのですが、本人は追い詰められているのです。自己評価が根っこから暗いもの、否定的なものだったので、そのうちそれがあまりにも負荷がかかっていたある日、お母さんの集まりがあった時にワインを飲むことになったそうです。いままで我慢していたものを1杯くらいはいいだろうと飲んだ時に、なんとなく今まで無意識的に自分を押さえつけていた部分が少しほぐれるような感じをもらったようです。それから、1杯が2杯、そして1瓶とどんどん増えていき、結局アルコール中毒になってしまいました。朝起きたら隣に空っぽのボトルが転がっていて、起きた途端にトイレに行って吐きだし、すぐにまたお酒を口に入れるしかない状態でした。いま子どもが見ているその前でも。そのようなところまで行きました。あんなに優しくてまじめなお母さんだった人がそうなったのです。自己評価が彼女をそこまで追い詰めることになったのです。どこから来たのかというと、結局は兄弟同士比べることによって、そのようになってしまいました。自己評価というのは非常に大切なのに、未信者は仕方がありません。それに捕らわれて生きるしかありません。しかし、信者でさえそこにそのまま捕らわれて自己評価が間違ったまま走ってしまうので、信者らしい祝福の道が見えないのです。ある学生は、学校でいじめに遭うようになりました。もちろん辛いでしょう。けれども、そのいじめに遭うことによって、その人は自己評価をこのようにすることになりました。私はいじめに遭うしかない、そんなちっぽけな人間だ。だめな人間だ。いじめる人もだめだと思いながらも、そんないじめに遭ってどうしようもできない自分自身のことを見苦しく思うようになったのです。それが自己評価になり、そのことによって過食症に走り、ときには拒食症に走るようになったわけです。自己評価が精神を狂わせることによって、結局そのような症状に走るようになってしまうことなのです。
そして、この比較に捕らわれることによって、自己評価がそのようになってしまうと、結局は表に出すか出さないかは別にして、他人がうまくいくこと、他人が自分より認められることなどを快く思わなくなります。それがまた心の中にいろいろなものを作ってしまい、どんどん悪い方向に行くしかないわけです。人々は互いに比べあうことなどから本当は自由ではないのです。なぜこんなにも歌をとおして止めましょうと訴えるぐらい世の中は互いに比較しあうしかないのでしょうか。そこから自由になれないのでしょうか。先ほどもお話ししたように、それは相対的な価値を基準にして自己評価をするからなのです。先ほども申し上げましたように、果たして外見、才能、成績、財産、業績などは、人と比較して人の価値を決めることができる、そういうものなのでしょうか。世の中では当たり前にそうなっています。私たちもその中でそういうことに追い詰められて、それによる傷を抱えてクリスチャンになったかもしれません。だから、私たちの中にもそれが無意識に入り込んでいるのではないかと思います。そして、その相対的基準というものはどのようにして生まれたものなのかといいますと、それは実は神様を離れることによって、神様なしでねじまがった価値観なのです。神様がいらっしゃらないので、神様を認めないところから生まれる屈折した価値観というものであることを、信者の私たちはしっかりと見つめていかないといけません。神様の恵みによってクリスチャンになりました。私たちはもうこれ以上、悪霊に操られずにだまされず、その悪霊のささやきなどを全部ふっとばすことができるように、神のみことばをしっかり握っていただきたいと思います。
ですから、未信者の比較や比べ合うことによって、傷つき傷つけあうことによって心を病んで、そして、人生が狂っている多くの人を助けるためにも、信者の私たちは、自分は絶対的な価値ある存在だということをしっかりと握って絶対に離してはいけません。絶対的な価値ある存在というのはどういう意味なのかといいますと、先ほども申し上げました総体という価値などと全く関係なく価値ある存在だということなのです。外見がどうのこうの、才能があるかないか、成績がどうのこうの、財産の有無や社会的な地位が上なのか下っ端なのか、業績があるかどうか。人が本当に鋭い人間なのか鈍い人間なのかなどと一切関係なく、絶対的な価値ある存在だということをしっかり握っていないといけません。相対的な価値というものは、神を離れることによって人間によって生み出されたものであり、絶対的な価値は神様が認めるものなのです。神様から与えられる価値というものなのです。それが信者の私たちにはすでに与えられているものなのです。聖書66巻全体がそれを私たちに教えているものですが、その中でもいくつか代表的な聖書の箇所をずっと握って丸暗記して、悪霊がまた皆さんを相対的な価値によって比較しあう罠に引き落とそうとしたときに、それを吹っ飛ばして拒否してください。自分は違う、そういうことと関係なく、自分は価値あるものなのです。イザヤ43：4にあるように、あなたがたはわたしの目に尊い者で貴重な存在なのです。神様は信者の私たちをご覧になるとき、そのような目で見ていらっしゃいます。皆さんは自分のことをどのように評価してどう思っていらっしゃるのでしょうか。なにを根拠にしてそう思うのでしょうか。神様はその人におっしゃいます。勝手にしないで。おまえは神か。おまえはわたしの目に尊いもので貴重な存在なのだ。これが信者の絶対的な価値です。ゼパニヤ3：17、神様は信者の皆さんを見て、喜んで私たちのことを喜んでいらっしゃるとおっしゃいます。それが皆さんです。昔、小さいときになにがあったか分かりませんが、今現在、どんな悲惨な状況におかれているのか分かりません。また、周りから比べられることによってどのように指を指されているのか分かりません。あの人は無能だ、あの人はだめなのだと言われるかもしれません。でも、神様はそのような皆さんをご覧になって喜びのあまりに踊ってダンスをされると書かれています。悪魔のささやきに耳を貸すのか、神様がおっしゃることを握るのか、どちらか一つです。
マタイ16：17、ペテロが「主は生ける神の御子キリストです」と告白したときに、「バルヨナ・シモン。あなたは幸いです」とおっしゃいます。そのときにシモン・ペテロという人間はどんな人間だったでしょうか。性格は悪いし、学歴はないし、貧乏だったし、社会的に無視される、阻害されるグループに属していたものだし、国はローマの植民地でした。それにもかかわらずそういった相対的な材料と関係なく、おまえは幸いな者なのだと言われます。神の御声をぜひ聞いてください。そうでないとクリスチャンなのに無駄な戦いに自分の人生を費やして、クリスチャンとして歩むべき祝福の道が見えてきません。
使徒20：28には、皆さんのことをキリストの血を代価として払われて買い取ったものだと言われています。どれほど皆さんが価値ある存在なのでしょうか。成績と関係なく、かわいいかかわいくないか勝手に決めつけるのですが、そういうことと関係なく、世界中の人がお前はブスだと言われてもキリストの血を代価として払われるぐらい尊い価値ある存在です。これは都市伝説ではありません。信じるか信じないかあなた次第ではありません。信じなければいけません。それ以外のすべての言葉は悪魔のささやきなのです。
ローマ8：30には、信者の皆さんのことを相対的な材料によりますとここにいる皆さんもそれぞれ全然異なって違います。でも、そういうことと関係なく、すでに神の栄光をいただいているものなのです。それがいつ言われたのかというと、苦難に遭い、うっかりするとつまずきそうな状況の中で、そのような相対的な価値と関係なく、苦難の中で苦しんでいるのにもかかわらず、おまえは栄光に富んだ者なのだと言われます。これが絶対的な価値です。騙されないでください。

Ⅱコリント4：7には、この土の器のようなものですが、内側に宝であるキリストを持っているので私は宝なのだ。だから、相対的な価値から見たときには、土の器のような壊れやすい要素、材料ばかりかかもしれません。それにもかかわらず、そのようなことと関係なく宝なのです。内側に宝のキリストを持っているから。これが絶対的な価値です。だれがでしょうか。皆さんのことです。私は違うだろうと思っているその人のことです。ぜひ私は違うだろうと、いま神様の絶対的な価値、このラブコールのメッセージが聞こえないように、今現在も悪魔が邪魔しているでしょうが、歯を食いしばってイエス・キリストの御名によって退けてください。それは違う。おまえの言うことなど聞かない。これが戦いです。皆さんには絶対的な価値によって、そのように宣言する権威があります。これは霊的な戦いです。
エペソ1：3には、天にある霊的すべての祝福をいただいている、自分はそのような存在だと言っています。それをどこで言ったのかというと獄中です。牢屋の中でいる死刑になるか分からない状況の中で、周りから見たときにはなんの力もない、いま本当に悲惨な人間ではないのかと指を指される状況の中で、パウロは天にある霊的すべての祝福をいただいていると言いました。いじめがあったのかどうか関係なく、私は絶対的に祝福の存在なのです。よく覚えていてください。ピリピ3：8.同じく獄中で書いたものなのです。いままでパウロも世の中の人が価値基準にしていた相対的な材料などによればものすごく優れていて優秀な人間でした。その家系を見たときにも、学歴を見たときにも、健康やまじめさなど、なにを見ても他の人より劣らない優秀なものでした。それによって自分の価値を決めつけていたパウロが、本当の絶対的な価値がわかったときに、そういったすべてをちりあくただと宣言することになりました。それほど絶対的な価値なのです。それは皆さんがいままで皆さんを評価するように比べる材料であった、世の中では今でも通用されているその相対的な価値、材料などを、皆さんの心からちりあくただ、関係ない、それに振り回されることはもう御免だと宣言することができるほど皆さんは価値ある存在です。相対的なことと絶対的なこと、これは哲学などでよく使われる表現なのですが、難しい表現ではないので覚えていてください。いままで私は神がいらっしゃらないから相対的な物が基準になるしかなかったのです。サタンはそれを利用して人間を操っていたわけです。イエス・キリストによって神の子どもになりました。これから自分の価値はそういったものに左右されるものではなくて、つまり、人と材料をもって比較しあうような人生はもう終わったのです。私とは関係ありません。どうでもいいです。私はそういった相対的な材料によって動かされない、左右されない絶対的な価値の存在なのだね.これが永遠のいのちの祝福を味わうということなのです。味わう、喜ぶと言いながらも、具体的に適用しなければいけません。具体的に適用されることをいやしと言います。
それで皆さんの価値がどれほどなのかというと、何回も申し上げているように、ヨハネ14：12、イエス様ご自身がおっしゃいました。イエス様がなさること、それ以上のことができる存在なのです。それはどういうことなのでしょうか。マルコ16：17-18、イエスの名によって悪霊を追い出し、いまも皆さんにささやいて嘘をもって精神的に思いを狂わせている悪霊に向かって、イエスの名によって追い出すことができることを信じてください。新しいことばを語り、蛇をもつかみ、暗やみの力が砕かれ、毒を飲んでも害を受けることができない。これは、この福音宣教の働きは止められないということです。病人に手を置けば病人がいやされる。そういうことができるもの、これを福音宣教といいますが、大統領も相対的な価値によって優秀で、社会的に認められ尊敬されている人たちが絶対に真似できないことができる唯一の存在なのです。これが絶対的な価値です。皆さんだけが人のたましいを生かすことができる、福音宣教が可能な唯一の存在です。これが絶対的な価値です。だから、マタイ5：18には、イエス様にしか使わない光という言葉を私たちに使います。あなたがたは世の光であり、王である祭司なのです。だれも真似できません。教授もお医者さんも社長も芸術家も歌手も芸人にもできないことができる唯一の存在です。それが皆さんの価値です。絶対的な価値によって自分は価値ある存在だということを握って感謝してください。比較などの相対的な価値を離さない限り信者でも比較されることなどの奴隷になるしかありません。皆さんはもはやそうする必要がありません。それとは縁のない存在になりました。
なぜこのような絶対的な価値が自分だと言えるのかというと、イエス様を信じる人は全員だれでもこれに当てはまるのです。Ⅱコリント5：17、古いものは過ぎ去って、すべてが新しくなったと宣言されています。だれがでしょうか。皆さんのことです。皆さんがこの価値に浸って喜んでいないと、周りと比べ合うことによって傷ついている人々をどのように生かすことができるのでしょうか。相対的な材料、価値などが皆さんを誘うときは、いつでもどうでもいいですよと宣言してください。私はひとつの理由、キリスト・イエスにあって絶対的な価値ある存在なのだ。絶対という言葉は相対的なものによって奪われることはないという意味なのです。そういうことが分かっていたパウロが、今日の聖書の箇所で罪囚として王様に尋問される場面で、立場がまったく違うでしょう。相対的な勝ちで比べると王様とパウロは罪囚なのです。王様が指一本で殺すこともできる立場です。それにもかかわらず、そのような条件によって自分をみすぼらしい人間だと思わずに、「あの王様はかわいそうだね。私のようにならなくては」と弁明するかのようにしながら伝道しました。王様がそれに気づいて「おまえはいま私に伝道しようとしているのか」と聞きます。そのときに真顔で罪囚の立場で「この鎖につながれていること以外は、王様だけではなくてここにいる皆が私のようになることが私の願いです」と言いました。これは高慢ではありません。自己評価がまったく違うのです。パウロが王様の家系であり学識があるから自分をそのように言っているのではありません。それは先ほども話したように、ちりあくただと言っているのです。キリスト・イエスによって私は永遠のいのちを持っているものです。これがない限りは、救いがない限りは、王の冠であっても無駄なものなのです。それほど自分の価値、自分自身に対してプライドと自負を持っていました。
皆さんぜひ相対的な価値と全く関係なく、まことの自負をもって比較すること、嫉妬、ねたみ、競争などから自由になっていただきたいと願います。皆さんにはどんな過去があったのでしょうか。過去は自己評価の材料ではありません。そこに浸かっては絶対にいけません。今現実、どんな苦しいことがあるのでしょうか。指を指されることなどあるのでしょうか。貧乏なのでしょうか。体が弱いのでしょうか。性格が悪いのでしょうか。これらを自己評価の材料に使ってはいけません。一つだけキリストの中にいる自分、神様が新しく造られた自分だけに集中して、そこで絶対的な存在価値を発見すること、これが信仰です。これが神様の望みであり、悪霊に勝つ方法なのです。もうこれ以上、比較すること、比べて比べられることなどは気にしません。先週も申し上げましたように、すぐにそのようにならないでしょう。また、引っかかるかもしれません。でもあきらめずに、失望せずに繰り返し繰り返し挑戦していきましょう。皆さんが10回倒れて、また比較によって傷ついたとしても、それは皆さんがだまされたことだけであって、絶対的に価値ある存在に変わりはないので、それをまた握ってください。100回倒れると101回握ればいいのです。これは戦いです。それで一生、比較、競争、嫉妬、ねたみなどとは縁のない人生を歩こうと祈ってください。これは牧師がいつも祈っている祈りの課題でもあります。そういうことによって皆さんは、どんなことがあろうが無条件自分自身を祝福するようにしましょう。そこから生まれる霊的な余裕をもって比較、競争、嫉妬、ねたみを乗り越えられるようになります。今日から比較などしないようにと決心するからではなくて、皆さん自分自身にそれがいのらないほど絶対的な価値ある存在だということを握り丸暗記して、繰り返し繰り返し自分自身を祝福することによって余裕が生まれ乗り越えられるようになります。悪魔のささやきがあってもまたささやくのか。これから私には通用にしない。私はお前が言うとおりに相対的な材料によるとその通りだ。ダメな人間に違いない。でも、キリスト・イエスの血潮によって、そういうことと全く関係ない絶対的に価値あるものなのだ。だから、仕方がなく自分はおまえが見たときにはだめな人間だろうが、自分を祝福するしかない。パウロは言いました。Ⅰコリント11：30、たぶん病気のことで分かったことでしょう。私は弱いことを誇りに思う。自分の弱さが相対的な比較によると、それは評価の材料になるでしょうが、パウロは自分の弱さを誇りに思う、自分が弱いときにこそキリストが全うされる。なにものも私たちを評価するような材料にはなりません。なにも問題になることはありません。この祝福を実際的に味わい、皆さんの内側からいやしの祝福の証拠が具体的に見られ、周りに比較、競争、ねたみ、嫉妬などに狂っている多くの人を助ける伝道者の道をぜひ歩んでいただきたいと願います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。イエス様の血潮を代価として払われて買い取られた尊い神の子ども、教会ひとりひとりを主が礼拝の場に道いてくださりありがとうございます。今日のメッセージをとおして、あまりにも蔓延している比較、競争、嫉妬、ねたみから自由になるキリストにある神様が造られた新しい自分を発見し絶対的存在価値に目が開かれるように.ひとりひとりを祝福してください。その余裕をもって悪魔のささやきを吹っ飛ばすことができる力をひとりひとりに与えてください。残りの生涯、何回でもいいので比較、競争、嫉妬、ねたみとは私は縁のない新しい祝福の存在だろいうことを告白して歩けるようにしてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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